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お
知
ら
せ 

 

■
市
民
課
の
日
曜
開
庁
を
お
休

み
し
ま
す 

第
７
次
住
居
表
示
の
実
施
に
伴

い
、
シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
を
行

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
民
課
の

日
曜
開
庁
を
次
の
と
お
り
お
休
み

し
ま
す
。 

休
業
日 

８
月
４
日
㈰ 

※
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
業
務
は
実

施
し
ま
す
。
（
午
前
８
時
30
分
～ 

正
午
） 

※
戸
籍
の
届
出
は
、
通
常
ど
お
り

休
日
夜
間
受
付
窓
口
で
受
け
付
け

ま
す
。 

★
市
民
課


25
１
１
１
３ 

    

■
本
庄
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
の
指
定
・
休
止
の
お
知
ら
せ 

○
事
業
者
の
指
定 

・
株
式
会
社
並
木
設
備
工
業
（
熊

谷
市
玉
井
１
８
２
３ 



０
４

８
―
５
３
２
―
６
３
３
９
） 

・
株
式
会
社
タ
バ
タ
設
備
（
栄
２
―

２
―
３ 



22
８
８
０
２
） 

○
事
業
者
の
休
止 

・
福
島
工
業
株
式
会
社
（
北
堀
１

５
０
９ 



23
３
６
１
４
） 

★
水
道
課


22
２
１
５
１ 
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市では、空き家等の管理を適正化することにより、倒壊等の事故、犯罪及び火災を防止し、衛生上の支

障を除去し、安全で安心な住環境を確保するため、「本庄市空き家等の適正管理に関する条例」を制定しま

した。 

○条例の主な内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○所有者等のみなさんへ 

 

 

 

 

 

 

＊お問い合わせは下記へ 

★都市計画課(25)１１３６ 

 

 

・空き家等の所有者等は、空き家等が管理不全な状態（※１）にならないよう、自己の責任において適

正に管理する責務があります。 

・市民等は、管理不全な状態であると思われる空き家等の情報を市に提供することができます。近くに

管理不全な状態と思われる空き家等がある場合、又は発見したときにはご連絡ください。 

・市は、管理不全な空き家等の調査を行います。 

・市は、空き家等が管理不全な状態であると認めたときは、所有者等に対して指導や勧告を行い、それ 

らに応じない場合は命令をすることができます。 

・所有者等が正当な理由なく命令に従わない場合は、市は所有者の氏名等を公表することができます。 

・市は、市民の安全を守るため、特に危険な状態にある建築物を除却する所有者等に補助金（※２）の交

付ができます。 

※１ 管理不全な状態とは、老朽化等により建築物等が倒壊する状態、建築材料が脱落や飛散することにより市民等に

被害を及ぼす状態、建築物等に容易に侵入され、犯罪や火災等を誘発する恐れがある状態等のことをいいます。 

※２ 補助金の詳細については、広報ほんじょう８月号でお知らせします。 

 

・敷地・建物内に他人が勝手に出入りできないように、施錠などを行ってください。 

・建築材等がはがれ落ちて、飛散し、周辺住民や通行人などに危害を与えないよう適正な管理を行って 

ください。 

・敷地内の草木や雑草が繁茂しないよう管理を行ってください。 

・家屋等を空き家にする場合は、近隣の人に連絡先を伝えるなどの対応をお願いします。 

「本庄市空き家等の適正管理に関する条例」を 10月１日から施行します 
 



広報ほんじょうおしらせ版  ２ 

                                  

                                  

                                  

                                  

■
東
京
電
力
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

「
停
電
情
報
」
を
確
認
で
き
ま
す 

東
京
電
力
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
区

域
内
で
停
電
が
発
生
し
た
場
合
、

停
電
地
域
や
復
旧
見
込
み
時
間
な

ど
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

//teideninfo.tepco.co.jp/

）

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。 

※
携
帯
電
話
か
ら
も
利
用
で
き
ま

す
。 

★
東
京
電
力
㈱
埼
玉
カ
ス
タ
マ
ー

セ
ン
タ
ー


０
１
２
０
―
９
９

５
―
４
４
２ 

 

■
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施 

 

農
業
委
員
会
で
は
、
不
耕
作
地

等
の
現
状
を
把
握
し
、
遊
休
農
地

の
解
消
に
取
り
組
む
た
め
、
７
月

中
旬
か
ら
８
月
上
旬
ま
で
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。
農
地
へ

の
立
ち
入
り
等
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

★
農
業
委
員
会
事
務
局


25
１
１

７
９ 

          

  

国民健康保険限度額適用認定証の更新のご案内 
本庄市国民健康保険に加入していて「国民健康保

険限度額適用認定証（又は限度額適用・標準負担額
減額認定証）」をお持ちの人は、認定証の有効期限
が７月末日までとなっています。 
 ８月以降も引き続き制度を利用したい人は、忘れ
ずに更新の手続きをしてください。     
なお、入院治療や高額の外来診療がない場合に

は、更新の必要はありません。 
更新期間 ７月 25日㈭～８月 30日㈮ 
受付場所 保険課（市役所１階）、市民福祉課（総
合支所仮庁舎） 

用意 国民健康保険被保険者証、印鑑（朱肉を必要
とするもの） 

《限度額適用認定証について》 
国民健康保険に加入している人が入院治療、又は

高額な外来診療を受ける場合に、限度額適用認定証
を病院の窓口へ提示することで、所得区分に応じた
負担額までの支払いとなります。 
今後、入院や高額な外来診療の予定がある人は、

今回の更新期間を過ぎても申請できますので、ご利
用ください。（ただし、認定証の有効日は、申請し
た月の初日になりますのでご注意ください。） 
なお、年齢が 70歳以上 74歳以下で住民税課税世

帯の人は、「高齢受給者証」を提示することにより
自己負担限度額までの支払いで済みますので、申請
は不要です。 
※国民健康保険税に滞納があると、認定証の交付を
受けられないことがあります。また、世帯員の中に
転入や未申告等により所得不明者がいる場合には、
正しい所得区分の認定証が発行されないことがあ
ります。 

医療機関の適正受診にご協力ください 
かかりつけ医を持ちましょう 
 風邪などの軽い病気であれば、大きな病院でも身
近な開業医でも治療内容にほとんど変わりはありま
せん。自宅近くの開業医をかかりつけ医に選び、必
要な場合に適切な医療機関を紹介してもらいましょ
う。 
重複・頻回受診はやめましょう 
 重複受診をすると、その度に初診料がかかるだけ
ではなく、何度も検査や処置、投薬などを行うこと
で、体にも負担がかかります。自己判断で同じ病気
でいくつもの医療機関を受診するのはやめましょ
う。 
なお、医療機関や接骨院・整骨院等への重複・頻

回受診者に、文書で治療内容等を照会させていただ
いています。 
ジェネリック医薬品を活用しましょう 
 ジェネリック医薬品は新薬と同様に、薬事法に基
づいて厚生労働省から承認されている薬で、安全性
も効き目も立証されています。市ではジェネリック
医薬品に変更した場合に、自己負担額が安くなる人
に差額を通知しています。医師や薬剤師に相談し、
積極的に活用しましょう。 
※医師の指示により、変更できないこともあります。 
接骨院・整骨院等は正しく受診しましょう 
近年、気軽に使える接骨院・整骨院等を受診する

人が増え、医療費も増加しています。症状の改善が
見られず、施術が長期にわたる場合には、内科的要因（け
がではなく、病気による痛みが原因）も考えられま
すので、医療機関で医師の診断を受けましょう。 
年に１度は検診を受けましょう 
病気の発見が遅れると、病気が進行するばかりで

なく、治療期間の長期化や医療費の負担増にもつな
がります。病気の予防、早期発見、早期治療のため
にも、年に１度は特定健診や人間ドックを受けまし
ょう。健康状態は生活習慣や加齢とともに変化する
ため、毎年継続して受けることが大切です。 
なお、５月下旬に、40歳以上 

の対象者へ特定健診の受診券を 
発送しました。まだ、申し込み 
をしていない人は忘れずに申し 
込みましょう。 

 

高齢受給者証の発送について 
70歳から 74歳までの国民健康保険加入者に高齢

受給者証を交付しています。これには医療費の自己
負担割合が記載されているため、医療機関受診の際
には保険証と併せて提示が必要です。これから 70
歳になる人は、高齢受給者証の適用は 70 歳の誕生
日の翌月（１日が誕生日の人はその月）からになり
ます。高齢受給者証は誕生月の月末（１日が誕生日
の人は前月末）に発送しています。また、毎年８月
１日に更新されるため、新しい高齢者受給証は７月
下旬に郵送します。 

 

★保険課(25)１１１６、市民福祉課(72)１３３３ 

 

だまされないで！ 

危ない投資勧誘！ 
  
高齢者を中心に未公開株や

ファンド等の投資被害が多発
しております。おかしいな？
と思ったら、迷わずご相談く
ださい。 
★財務省関東財務局証券監督
第１課０４８―６１３―
３９５２ 

 

～本庄市国民健康保険加入者のみなさんへ～ 
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■
対
象
地
域
に
お
い
て
有
害
獣

の
捕
獲
を
実
施 

中
山
間
地
域
を
中
心
に
、
イ
ノ

シ
シ
な
ど
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
市
で

は
児
玉
猟
友
会
の
協
力
に
よ
り
有

害
獣
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

期
間
中
は
、
く
く
り
わ
な
・
箱

わ
な
・
銃
器
な
ど
、
主
に
わ
な
を

使
用
し
た
駆
除
を
行
い
ま
す
の
で
、

山
林
等
に
入
る
際
に
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

 

な
お
、
捕
獲
の
た
め
、
関
係
区

域
内
の
み
な
さ
ん
の
所
有
地
に
立

ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

日
時 

７
月
21
日
㈰
～
10
月
８
日

㈫
（
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
） 

※
例
年
よ
り
１
か
月
程
早
く
開
始

し
ま
す
。 

区
域 

児
玉
町
高
柳
・
児
玉
町
飯

倉
・
児
玉
町
宮
内
・
児
玉
町
塩

谷
・
児
玉
町
秋
山
・
児
玉
町
小

平
・
児
玉
町
太
駄
・
児
玉
町
河

内
・
児
玉
町
稲
沢
・
児
玉
町
元

田
・
児
玉
町
下
真
下
・
児
玉
町

下
浅
見
の
全
域
、
及
び
児
玉
町

金
屋
、
児
玉
町
八
幡
山
の
一
部 

捕
獲
対
象
獣 

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、

ア
ラ
イ
グ
マ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
、

タ
ヌ
キ
、
ア
ナ
グ
マ
、
キ
ツ
ネ
、

ノ
ウ
サ
ギ 

※
わ
な
設
置
場
所
は
、
大
変
危
険

で
す
。
わ
な
を
示
す
看
板
付
近
に

は
、
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 

※
ペ
ッ
ト
等
を
放
し
飼
い
に
す
る

場
合
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

★
農
政
課


25
１
１
７
７ 

 

■
単
独
浄
化
槽
・
汲
み
取
り
便
槽

を
お
使
い
の
み
な
さ
ん
へ 

 

市
で
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
又

は
汲
み
取
り
便
槽
を
浄
化
槽
に
入

れ
替
え
る
場
合
、
一
定
の
条
件
を

満
た
す
も
の
に
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。 

な
お
、
新
築
等
に
伴
う
浄
化
槽

の
設
置
は
、
補
助
対
象
外
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

補
助
対
象
地
域
（
次
の
区
域
を
除

く
区
域
） 

・「
本
庄
市
生
活
排
水
処
理
施
設
整

備
構
想
」
に
規
定
す
る
、
公
共

下
水
道
事
業
対
象
区
域
、
及
び

農
業
集
落
排
水
事
業
対
象
区
域 

・
一
基
の
浄
化
槽
を
用
い
て
集
合

処
理
し
て
い
る
区
域 

補
助
対
象
要
件 

 

専
用
住
宅
（
販
売
・
賃
貸
目
的

で
な
い
も
の
。
住
宅
部
分
の
面

積
が
二
分
の
一
以
上
の
併
用
住

宅
も
含
む
）
に
設
置
さ
れ
る
10

人
槽
以
下
の
も
の 

補
助
金
額 

浄
化
槽
設
置
工
事
に
要
す
る
費

用
（
既
設
の
単
独
処
理
浄
化
槽

及
び
汲
み
取
り
槽
の
撤
去
等
に

要
す
る
費
用
も
補
助
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。） 

※
補
助
対
象
工
事
は
、
平
成
25
年

度
中
に
着
工
し
、
平
成
26
年
３
月

10
日
ま
で
に
実
績
報
告
書
を
提
出

で
き
る
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
補
助
金
申
請
前
に
工
事
を
開
始

し
た
場
合
、
補
助
対
象
外
と
な
り

ま
す
。 

＊
申
請
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

★
環
境
推
進
課


25
１
１
７
３
、

環
境
産
業
課


72
１
３
３
４ 

 

催 

し 
 

■
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
「
夏
の
工

作
教
室
」
を
開
催 

日
時 
８
月
17
日
㈯ 

午
前
10
時
～ 

内
容 
牛
乳
パ
ッ
ク
で
ペ
ン
立
て

を
作
る 

対
象 

市
内
在
住
の
小
学
生 

定
員 

10
人(

先
着
順) 

費
用 

無
料 

用
意 

牛
乳
パ
ッ
ク
４
本
（
中
を

洗
い
、
開
い
て
乾
か
し
た
も
の
） 

申
込 

８
月
３
日
㈯
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ 

★
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー


21
９
８

２
０ 

■
「
夏
休
み
布
の
工
作
教
室
」
を

開
催 

日
時 

８
月
10
日
㈯ 

午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分 

内
容 

布
で
「
あ
お
む
し
」
を
作

り
、
完
成
し
た
作
品
と
「
は
ら

ぺ
こ
あ
お
む
し
」
の
絵
本
を
使

い
「
読
み
聞
か
せ
」
な
ど
を
し

て
遊
ぶ 

会
場 

セ
ル
デ
ィ
２
階
大
会
議
室 

対
象 

市
内
在
住
の
小
学
生 

 

定
員 

30
人
（
先
着
順
） 

参
加
費 

無
料 

用
意 

は
さ
み 

申
込 

７
月
20
日
㈯
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ 

★
図
書
館
児
玉
分
館


73
１
７
８

３ 

 

■
「
夏
休
み
親
子
の
料
理
教
室
」

を
開
催 

手
作
り
な
ら
で
は
の
楽
し
さ
や

お
い
し
さ
を
体
験
し
、
食
の
大
切

さ
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

日
時 

８
月
20
日
㈫ 

午
前
９
時

30
分
～
午
後
１
時
30
分 

会
場 

児
玉
保
健
セ
ン
タ
ー 

講
師 

市
食
生
活
改
善
推
進
員 

対
象 

市
内
在
住
の
小
学
生
と
保

護
者 

定
員 

12
組
（
先
着
順
） 

費
用 

２
５
０
円
（
１
人
当
た
り
） 

用
意 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ

ン
ダ
ナ
等
で
可
）、
手
拭
き
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具
、
上
履
き 

申
込 

７
月
29
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ 

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー


24
２

０
０
３ 

 

■
「
親
子
で
飯
ご
う
炊
さ
ん
・
カ

レ
ー
作
り
体
験
」
を
開
催 

親
子
で
飯
ご
う
を
使
っ
た
自
炊

体
験
や
カ
レ
ー
作
り
を
し
て
、
ア

ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。 

日
時 

８
月
10
日
㈯ 

午
前
10
時
～

午
後
３
時 

会
場 

ふ
る
さ
と
の
森
公
園
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
広
場 

対
象 

市
内
在
住
の
小
学
生
と
保

護
者 

用
意 

手
拭
き
タ
オ
ル
・
運
動
靴 

定
員 

10
組
（
先
着
順
） 

費
用
（
サ
ラ
ダ
・
デ
ザ
ー
ト
・
飲

み
物
付
） 

大 

人 

３
０
０
円 

子
ど
も 

２
０
０
円 

※
申
し
込
み
は
、
８
月
１
日
㈭
か

ら
電
話
で
公
園
指
定
管
理
者
清
香

園
・
東
京
ド
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
共
同

体
代
表
者
・
㈱
清
香
園
（


22
３

４
１
４
）
へ 

★
都
市
計
画
課


25
１
１
３
７ 

    



広報ほんじょうおしらせ版  ４ 

■
調
理
実
習
「
こ
の
夏 

発
酵
食

品
で
夏
バ
テ
知
ら
ず
！？
」
を
開
催 

身
近
な
発
酵
食
品
の
パ
ワ
ー
を

上
手
に
活
用
し
て
、
暑
い
夏
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。 

日
時 

８
月
９
日
㈮ 

午
前
９
時

30
分
～
正
午 

会
場 

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

講
師 

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
管

理
栄
養
士 

対
象
者 

市
内
在
住
者 

定
員 

15
人
（
先
着
順
） 

費
用 

無
料 

用
意 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ

ン
ダ
ナ
等
で
可
）、
手
拭
き
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具 

申
込 

７
月
30
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ 

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー


24
２

０
０
３ 

    

募 

集 
 

■
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
の
参
加
者
を
募
集 

（
一
般
財
団
法
人
）
日
本
遺
族
会

は
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。 

 

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先

の
大
戦
で
父
等
を
な
く
し
た
戦
没

者
の
遺
児
を
対
象
に
、
父
等
の
戦

没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追

悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の

住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。 

参
加
費 

９
万
円 

※
集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
、

帰
国
時
宿
泊
代
、
渡
航
手
続
手
数

料
等
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

※
参
加
費
は
、
燃
料
費
の
高
騰
、

円
安
等
諸
般
の
事
情
に
よ
り
値
上

げ
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

実
施
地
域 

・
広
域
地
域  

旧
ソ
連
、
中
国
（
１
次
）、
マ
リ

ア
ナ
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
（
１
次
）、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー

半
島
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸

島
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
（
１
次
）
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・

ベ
ト
ナ
ム
（
１
次
）、
台
湾
・
バ

シ
ー
海
峡
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ

ン
ド
（
２
次
）
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
（
２
次
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
２

次
）
、
中
国
（
２
次
） 

・
特
定
地
域  

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ビ
ス
マ
ー

ク
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル

バ
ー
ト
諸
島 

★
（
一
般
財
団
法
人
）
日
本
遺
族

会
事
務
局


０
３
―
３
２
６
１
―

５
５
２
１ 

■
「
本
庄
市
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
委
員
」
を
募
集 

市
で
は
今
後
２
年
を
か
け
て
、

子
ど
も
の
教
育
、
保
育
、
子
育
て

支
援
を
総
合
的
に
促
進
す
る
計
画

を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
子

ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
主
要
な

施
策
に
関
し
調
査
審
議
を
す
る

「
本
庄
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委

員
」
を
募
集
し
ま
す
。 

応
募
資
格
（
次
の
①
②
を
満
た
す

こ
と
） 

①
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
20
歳

以
上
の
市
内
在
住
者 

②
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
を
持

つ
保
護
者 

※
た
だ
し
、
幼
稚
園
、
保
育
園
に

就
園
し
て
い
な
い
子
ど
も
の
保
護

者
に
限
り
ま
す
。 

募
集
人
数 

２
人 

任
期 

９
月
１
日
㈰
～
平
成
27
年

８
月
31
日
㈪ 

報
酬 

会
議
の
出
席
１
日
に
つ
き

６
、
２
０
０
円 

※
会
議
の
開
催
は
不
定
期
で
す
。

な
お
、
会
議
開
催
中
は
、
無
料
託

児
を
行
い
ま
す
。 

選
考
方
法 

書
類
審
査
及
び
書
類

審
査
合
格
者
の
面
接
審
査 

応
募
方
法 

履
歴
書
（
任
意
様
式
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
「
こ 

れ
か
ら
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
８
０
０

字
程
度
の
小
論
文
を
添
え
て
、

左
記
へ
郵
送
又
は
持
参 

※
応
募
に
あ
た
っ
て
の
費
用
は
、 

応
募
者
の
負
担
と
し
、
応
募
書
類
の

返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。 

応
募
先 

〒
３
６
７
―
８
５
０
１ 

本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３ 

 

本
庄
市
役
所
子
育
て
支
援
課 

応
募
締
切 

８
月
９
日
㈮
（
必
着
） 

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ 

★
子
育
て
支
援
課


25
１
１
３
０ 

 

■
「
ふ
れ
あ
い
芸
能
ま
つ
り
」
出

演
団
体
を
募
集 

県
民
の
日
協
賛
事
業
と
し
て
、

11
月
10
日
㈰
に
本
庄
市
民
文
化
会 

館
で
開
催
す
る
「
ふ
れ
あ
い
芸
能 

                  

ま
つ
り
」
の
出
演
団
体
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。 

参
加
費 

１
万
円 

申
込 

７
月
22
日
㈪
か
ら
８
月
２

日
㈮
の
間
に
申
込
用
紙
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
申
込
用
紙
に
記

入
の
う
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。 

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。 

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ 

★
本
庄
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー



21
７
６
８
８ 

  

～夏休みの移動図書館～ 

★図書館（本館）(24)３７４６ 

本庄東小 ７月31日㈬ 午前 10時～11時 

本庄西小 ８月９日㈮ 午前 10時～11時 

藤 田 小 ８月１日㈭ 午前 10時～11時 

仁 手 小 ７月30日㈫ 午前９時 45分～10時 30分 

旭 小 ７月23日㈫ 午前 10時～11時 

北 泉 小 ８月２日㈮ 午前 10時 30分～11時 10分 

本庄南小 ８月７日㈬ 午前 10時 30分～11時 30分 

中 央 小 ７月18日㈭ 午後１時～２時 

児 玉 小 ８月８日㈭ 午前９時 30分～10時 30分 

秋 平 小 ７月25日㈭ 午前 11時～正午 

共 和 小 ８月６日㈫ 午前 10時 10分～11時 10分 

 


